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不登校児童生徒数の実態

■小学生は13万人超，中学生は21万6千人超

■小学校では、3年間で2倍以上の不登校児童

■小学生は約47人に1人、中学生は約15人に1人が不登校

■小学校では、3クラスに約2人の不登校児童

■中学校では、１クラスに約2人の不登校生徒

区分（年度） 不登校児童数（前年度比）

2023年度 130,370人(+24p)

2022年度 105,113人(+29p)

2021年度 81,498人(+29p)

2020年度 63,350人(+19p)

区分（年度） 不登校生徒数（前年度比）

2023年度 216,112人(+11p)

2022年度 193,936人(+19p)

2021年度 163,442人(+23p)

2020年度 132,777人(+4p)

【小学校】 【中学校】

（令和5年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」）文部科学省初等中等教育局児童生徒課（令和6年10月）

在籍児童数 6,100,280人(-9万6千人） 在籍生徒数 3,220,963人(-2万4千人）



長期欠席児童生徒数の実態

■小学生は21万8千人超，中学生は27万5千人超

■小学校の長期欠席児童数は、不登校児童数の約1.67倍

■小学生は約28人に1人、中学生は約12人に1人が長期欠席

■小学校では、1クラスに約１人の長期欠席児童

■中学校では、１クラスに約3人の長期欠席生徒

区分（年度） 長期欠席児童数（前年度比）

2023年度 218,238人(+11p)

2022年度 196,676人(+8p)

2021年度 180,875人(+59p)

2020年度 113,746人(+26p)

区分（年度） 長期欠席生徒数（前年度比）

2022年度 275,202人(+4p)

2022年度 263,972人(+13p)

2021年度 232,875人(+34p)

2020年度 174,001人(+7p)

【小学校】 【中学校】

（令和5年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」）文部科学省初等中等教育局児童生徒課（令和6年10月）

不登校児童数 130,370人 不登校生徒数 216,112人

病気、経済的な理由、その他
を含む



学年別不登校・長期欠席児童生徒

■不登校における、小学校の全学年での増加率が顕著
■小学生は1、２年生、中学生は3年生の増加率が高い
■小学校低学年での、前年度から不登校率の増加が顕著

（令和5年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」）文部科学省初等中等教育局児童生徒課（令和6年10月）

学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計 １年生 ２年生 ３年生 合計

2021年度 4,534 7,269 10,289 14,712 19,690 25,004 81,498 45,778 58,740 58,924 163,442

2022年度 6,668 10,047 13,823 18,373 25,430 30,771 105,112 53,770 70,622 69,544 193,936

2023年度 9,154 13,694 17,997 23,090 29,847 36,588 130,370 58,035 77,768 80,309 216,112

増加率 137.3% 136.3% 130.2% 125.7% 117.4% 118.9% 124.0% 107.9% 110.1% 115.5% 111.4%

2021年度 17,164 21,081 25,579 31,619 38,284 47,148 180,875 66,203 82,941 83,731 232,875

2022年度 17,925 22,592 27,397 33,300 42,846 52,616 196,676 73,309 96,066 94,597 263,972

2023年度 21,523 27,051 31,191 37,237 45,374 55,862 218,238 74,744 98,884 101,574 275,202

増加率 120.1% 119.7% 113.8% 111.8% 105.9% 106.2% 111.0% 102.0% 102.9% 107.4% 104.3%

2021年度 ― 2,233 3,704 5,823 8,378 12,013 32,151 12,992 30,784 39,752 83,528

2022年度 ― 3,112 5,091 7,482 10,901 15,063 41,649 16,014 39,176 47,602 102,792

2023年度 ― 4,534 7,263 10,322 14,078 19,726 55,923 20,586 46,900 57,773 125,259

増加率 ― 145.7% 142.7% 138.0% 129.1% 131.0% 134.3% 128.6% 119.7% 121.4% 121.9%

前年度か

ら不登校

不登校

長期欠席

小学校 中学校学校種別
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外部機関不登校調査概要

2023「不登校の子どもと保護者、不登校経験者の実態とニーズ調査」 https://www.tayounamanabi.com/research2023



2023「不登校の子どもと保護者、不登校経験者の実態とニーズ調査」 https://www.tayounamanabi.com/research2023



2023「不登校の子どもと保護者、不登校経験者の実態とニーズ調査」 https://www.tayounamanabi.com/research2023



一番嫌いな教科

学研教育総合研究所 「白書シリーズWeb版 小学生白書・中学生白書」2020年8月
https://www.gakken.co.jp/kyouikusouken/whitepaper/index.html

調査内容 小学生・中学生の日常生活に関する調査
調査手法 インターネット調査
調査期間 2020年8月26日～8月31日
調査対象者 小学１年生から中学３年生まで各学年(男子100名,女子100名,計200名)

N=1,800
調査項目 一番嫌いな教科は何ですか。
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《ルール》 10-9=1
1+1=2

①ひっ算は、くらいをそろえる

②線は、ものさしで引く

③一のくらいから計算
十のくらいから1くり下げる

④十のくらいの計算
 百のくらいから1くり下げる

⑤百のくらいの計算

⑥こたえを書く
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日本語版コンテンツ

◼ 画面の左側は、常に

ルールや手順を示し

て、どのような展開

になっているかを示

している

◼ アニメーション機能

は最小限にして、重

なりも極力行わない

◼ 個性が無いのが最

大の個性



専用YouTubeサイト (約2,700本公開，登録3,560人)

・黒田先生と一緒に学ぶ算数： 約１,200本

・算数授業要約ちゃんねる ： 約2７本

・数学授業要約ちゃんねる ： 約１0本



専用ホームページ 黒田教育研究所(約3,300本公開)

・日本語版（小学校～高等学校）算数・数学コンテンツ：約600本

・ポルトガル語，中国語，韓国語，英語，ベトナム語、フィリピン語、ウクライナ語版

（小学校～高等学校）算数・数学コンテンツ：約２,700本
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ICTによる不登校
の子どもへの
教育支援

これまでのICT

による教育支援

これからのICTによる教育支援

ICTによる院内
学級への
教育支援

ICTによる外国人の
子どもへの教育支援

ICTによる自由進度
学習への教育支援

ICTによる学校内
での教育支援



・書籍やＳＮＳ上のデータを専用に学習させる

生成AIによるアバターの創り方



アバターに学習させていく！

■学習させる

内容の妥当

性を、人間

がチェック

■学習させた

内容がアバ

ターに反映

されている

かを、その

後チェック



アバターの対応を
チェックする！

■通常「円の面積は？」と生成ＡＩに聞

くと、「πｒ2」と回答

■これでは、小学生は理解できないの

で、算数用語に変換する必要あり

■いきなり解答が示されると、学習者の

学習意欲や学力向上につながらない
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１）不登校の子どもは増加予測

２）教師との人間関係に悩む子どもに対し
てどのような支援体制を構築

３）アバターを前提とした際、教師の役割
とは？

４）新しい時代の学校のあり方、教師の役
割が、改めて問われる時代が到来

まとめ
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